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森と自然の育ちと学び自治体ネットワーク 
（森と自然を活用した保育・幼児教育推進自治体ネットワーク） 

設立趣旨 
 

 

 

 近年、森や自然を活用した幼児期からの多様な体験活動の重要性への関心が全国的に高まり、

いくつかの自治体において、その具現化のための施策の推進や検討が行われています。 

2018 年から施行される改定保育所保育指針、改訂幼稚園教育要領、改訂幼保連携型認定こど

も園教育・保育要領、さらに 2020 年から段階的に施行される学習指導要領においても、子ども

の主体性や自己肯定感等の「非認知的スキル」を、自然体験活動等を通じて早期から醸成するこ

との重要性が指摘されています。 

 

すべての子どもたちの多様性と興味関心が幼児期から尊重され、子どもたちが主体的に学べ

る環境づくりを通して一人ひとりの能力が豊かに開花されれば、未来の地域社会を支え、地方創

生の流れをさらに力強く牽引する人材育成にもつながるものと期待されます。 

 

森と自然を活用した保育と幼児教育が子どもたちのしあわせな成⾧の基盤であることを全国

各地の自治体と幅広く共有するため、当ネットワークの趣旨に賛同する自治体間の交流と学び

あいの機会を創出すると共に、森と自然を活用した保育と幼児教育の認知度や質の向上と充実

のための情報発信、各種調査、指導者の人材育成、国への提言等に共同して取り組めるよう、地

方自治体が自由に参加できるネットワークを設立いたします。 
  

 

                           平成 30 年４月 17 日 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


